
 

 

 

 

 

 

 

「ピンチ」を「チャンス」に変えるとき 

 明日＜５月１２日（水）＞から今月末まで、愛知県にも緊急事態宣言が出されることになりました。

それを受けて、本日、全校放送で、男川っ子に次のような話をしました。 
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菅総理と共に、最近、テレビでよく見かけるこの方を知っています

か。この方は、菅総理と一緒に仕事をしてみえる田村厚生労働大臣で

す。田村大臣は、新型コロナウイルスのワクチン接種のことなど、新型

コロナから日本の国民の命と健康を守るために、一生懸命に頑張って

くださっています。 

実は、この田村大臣と私は、高校の同級生です。 （中略） 田村大臣

を始め、菅内閣の方々が、愛知県にも緊急事態宣言を出すことを決め

たのは、今回の第４波は、今まで以上に若い人や子供にも感染しやすく、より一層、感染予防に気を付

けてほしいという願いからだと思います。私は、そのことを重く受け止め、先生方とも話し合って、運

動会と学芸会について、次のようにすることを決めました。 

まず、運動会についてです。５月２９日（土）には行わず、２学期の１０月２３日（土）に延期する

ことにします。運動会の練習を始めたのに、急な予定変更となってしまい、本当にごめんなさい。６月

や７月に延期することも考えましたが、新型コロナの第４波がすぐには収まらないと思われること、そ

して、夏に運動会を行うと熱中症の危険性がとても高くなることから、それはやめることにしました。 

次に、学芸会についてです。運動会を１０月２３日（土）に延期するので、とても残念ですが、学芸

会は中止とします。体育館で行う学芸会は、三密を避けることがとても難しいので、運動会を行うこと

にしました。２～６年生のみなさんは、昨年も学芸会ができなかったので、すごく残念でしょうね。 

でも、今こそ「ピンチ」を「チャンス」に変えるときです。昨年の６年生は、自分たちで全部考えて、

運動会の代わりに「スポーツフェスティバル」を行いました。また、卒業前には、「文化祭」を開いて、

全校のみんなを大いに楽しませてくれました。男川っ子のみなさんには、昨年の６年生の先輩から「ピ

ンチ」を「チャンス」に変えるということを学んで、「自分から」目標を見つけて頑張ってほしいと思い

ます。男川っ子と先生たちが、知恵を出し合い、力を合わせて、自分たちの力で楽しい学校生活を創っ

ていきましょう。男川っ子のみなさんなら、きっとそれがやれると信じています。 
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 男川っ子がどんなアイデアを出し、どんな活躍を見せてくれるか、今後がますます楽しみです。 
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文責 中西 勉 

【ちょっとひといき】～田村大臣とのなつかしき思い出～ 田村大臣と私は、三重県松阪市の生まれで、地元の公立高校に通っ
ていました。高校１年生の時に同じクラスで、良きライバルとして運動や勉強を競い合っていました。そして、 
田村：「中西、お前は見かけによらず、すごいやっちゃな。お前には何でも勝てると思ったけど、簡単にはいかんわ」 

中西：「そういう田村こそ、頭の回転が速くて弁が立つし、自分の考えがはっきり言えるのがすごいよな」 
といった会話を交わし、ライバルだけではなく、互いに相手を認め合う仲でもありました。 
 当時から、田村大臣は政治家を、私は教師を目指していました。その後、多くの方々からお支えがいただけたお陰で、５６歳

となった今、互いに高校時代に目指した道を歩めていることを幸せに思います。 
田村大臣は、ほぼ休みもなく、国民の命と健康を守るために、日夜奔走してくださっています。私も負けてはいられません。

６００名を超える男川っ子と本校職員の健康と安全を守るために、強い覚悟を持って学校運営を進めてまいります。今後もご理

解とご協力のほど、よろしくお願いします。 

 


